





















































1 　IMS グループ西仙台病院（Itabashi Medical System group Nish-
isendai Hospital）




A study of intervention for awareness problem caused brain injury and care  
burden of primary carer.



































めた X- 3 年に実施した。















































3 セット行った日常動作課題のうち， 4 回すべて実施












第 1 セット 第 2 セット 第 3 セット
整容動作
予測 15 60 30 30 20 35 20 30 30 30
実際 40 45 40 45 50 50 43 30 40 30
排泄動作
予測 5 10 5 5 5 5 5 5 5 5
実際 15 13 13 13 13 18 23 18 18 5
入浴動作
予測 30 45 30 40 30 30 30 30 30 30
実際 30 45 40 45 35 30 40 40 30 30
着替え
予測 2 10 5 5 5 5 5 5 5 5
実際 5 5 5 5 3 3 3 5 5 5
買い物
予測 10 15 30 30 30 20 30 30 30 30






































































と主介護者の得点をベースライン（X 年 2 月， 7 月），
介入後（X＋ 1 年 1 月），フォローアップ（X＋ 1 年 7

































































































Figure 6. Zarit 介護負担尺度得点
アウェアネス向上と主介護者の介護負担感の軽減を目指した介入 13
5.2　介護負担感との関係
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